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１
．
は
じ
め
に

　

本
論
文
の
目
的
は
、
澤
柳
政
太
郎
（
一
八
六
五
～
一
九
二
七
、
慶
応
一
～
昭
和
二
）

が
著
し
た
『
学
修
法
』
を
通
し
て
、
氏
の
学
修
論
の
内
容
と
特
徴
を
分
析
し
、
そ
こ
に

今
日
的
意
義
を
読
み
と
る
こ
と
に
あ
る
。

　

教
育
と
は
、
基
本
的
に
、
将
来
自
立
（
自
律
）
し
て
い
こ
う
と
す
る
一
人
一
人
の
人

間
を
よ
く
し
よ
う
と
し
て
い
く
働
き
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
教
育
が
機
能
し

て
い
る
状
態
と
は
、
学
び
た
い
と
い
う
意
欲
を
持
っ
た
人
間
と
そ
れ
を
叶
え
さ
せ
た
い

と
願
う
人
間
と
の
関
係
が
十
分
働
い
て
い
る
場
合
で
あ
る
と
い
え
る
。
ち
な
み
に
澤
柳

は
、
こ
れ
を
「
両
者
の
気
合
い
が
一
致
し
て
居
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
」（
１
）

と
表
現
し
て
い
る
。

そ
の
場
合
、
働
き
か
け
る
側
、
す
な
わ
ち
教
師
は
何
か
を
教
え
よ
う
と
す
る
場
合
、
相

手
の
存
在
を
無
視
あ
る
い
は
軽
視
し
て
、
単
に
一
方
的
に
教
え
込
む
こ
と
で
は
な
い
は

ず
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
相
手
が
、
何
が
よ
い
の
か
を
考
え
な
が
ら
主
体
的
に
学
ぼ
う
と

す
る
人
間
で
あ
る
こ
と
を
十
分
に
認
識
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

だ
が
、
明
治
以
降
の
わ
が
国
の
教
育
は
、
そ
う
し
た
一
人
一
人
の
人
間
の
「
学
び
」

を
根
本
に
据
え
た
本
来
の
在
り
方
を
、
必
ず
し
も
重
視
し
て
き
た
と
は
言
え
な
い
。
国

家
が
、
人
間
像
に
し
ろ
、
内
容
方
法
に
し
ろ
、「
よ
く
」
す
る
と
い
う
場
合
の
「
よ
さ
」

を
決
定
し
、
そ
れ
に
向
か
っ
て
、
到
達
す
べ
き
目
標
（
段
階
）
を
詳
細
に
設
け
、
特
定

の
期
間
を
区
切
っ
て
、
い
わ
ば
「
教
え
込
む
」
と
い
う
方
法
で
突
き
進
ん
で
き
た
。
そ

の
結
果
、
本
来
自
立
的
・
自
発
的
で
あ
る
は
ず
の
個
人
の
学
び
が
受
動
的
・
非
主
体
的

な
も
の
と
化
し
て
い
っ
た
。す
で
に
、江
戸
時
代
前
期
に
、貝
原
益
軒
が
『
大
和
俗
訓
』（
寛

永
五
、一
七
○
八
）
と
い
う
著
書
の
中
で
、「
学
は
終
身
の
こ
と
な
り
、
一
息
も
い
ま
の

こ
れ
る
内
は
、
そ
の
志
お
こ
た
る
べ
か
ら
ず
」（
２
）

と
記
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
学
ぶ
と

い
う
こ
と
は
、志
を
も
っ
て
一
生
取
り
組
ん
で
い
く
も
の
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
だ
が
、

明
治
期
以
降
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
本
来
人
間
が
「
学
ぶ
」
と
い
う
こ
と
は
、
知
識

な
ど
を
主
体
的
に
問
い
な
が
ら
修
得
し
て
い
く
連
続
的
行
為
で
あ
る
は
ず
だ
が
、
学
校

と
い
う
場
に
お
い
て
「
覚
え
る
」
と
い
う
こ
と
が
中
心
と
な
り
、
衰
微
し
て
い
く
こ
と

に
な
っ
た
の
で
あ
る
。               

　

だ
が
、
近
代
教
育
史
上
に
お
い
て
、
こ
う
し
た
人
間
の
「
学
び
」
を
軽
視
し
た
教

育
、
と
り
わ
け
学
校
教
育
に
い
ち
早
く
危
機
感
を
も
っ
た
人
物
が
い
る
こ
と
も
事
実
で

あ
る
。
そ
の
一
人
が
、
本
論
文
で
取
り
上
げ
る
澤
柳
政
太
郎
で
あ
り
、
特
に
氏
が
明
治

後
期
に
著
し
た
『
学
修
法
』
の
中
に
そ
れ
が
顕
著
に
見
ら
れ
る
。

　

本
論
文
で
は
、
こ
の
『
学
修
法
』
を
詳
細
に
分
析
し
な
が
ら
、
そ
こ
に
見
ら
れ
る
今

日
的
意
義
に
つ
い
て
論
じ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
な
お
、
今
回
は
、（
そ
の
一
）

と
し
て
、『
学
修
法
』
の
理
論
の
部
分
に
つ
い
て
考
察
し
、
次
回
、（
そ
の
二
）
で
実
践

の
部
分
を
論
じ
る
こ
と
に
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

澤
柳
政
太
郎
の
学
修
論
（
そ
の
一
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
『
学
修
法
』
を
通
し
て
―

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
邊
あ
あ
弘
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２
．
澤
柳
政
太
郎
と
『
学
修
法
』

　

（
１
）
澤
柳
政
太
郎
の
略
歴

　

本
論
に
先
立
ち
、
澤
柳
政
太
郎
の
略
歴
を
ま
ず
概
観
し
て
お
き
た
い
。

　

〈
出
生
～
群
馬
県
尋
常
中
学
校
校
長
と
し
て
の
奮
闘
ま
で
〉

　

澤
柳
政
太
郎
は
、
慶
応
元
（
一
八
六
五
）
年
、
信
州
・
松
本
で
藩
士
の
子
と
し
て
生

ま
れ
た
。
少
年
時
代
の
一
時
期
、
甲
府
の
小
学
校
に
通
学
し
て
い
た
が
、
ま
も
な
く
松

本
市
内
の
開
智
学
校
で
学
ん
だ
。
や
が
て
、
父
の
転
勤
で
上
京
し
、
一
一
歳
の
時
東
京

師
範
学
校
の
付
属
小
学
校
に
入
学
し
、優
秀
な
成
績
を
あ
げ
る
。明
治
一
三（
一
八
八
〇
）

年
、
一
六
歳
で
東
京
大
学
予
備
門
に
入
学
、
四
年
後
に
は
東
京
大
学
文
学
部
哲
学
科
に

入
学
し
た
。
さ
ら
に
、
四
年
後
の
明
治
二
一
（
一
八
八
八
）
年
に
二
四
歳
で
卒
業
し
、

文
部
省
に
入
っ
た
。

　

澤
柳
が
文
部
省
に
入
っ
た
の
は
、
彼
が
学
生
時
代
に
学
資
が
乏
し
か
っ
た
た
め
に
、

文
部
省
か
ら
貸
与
を
受
け
て
い
た
関
係
で
、
卒
業
後
は
文
部
省
の
命
じ
る
職
に
就
く
義

務
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。（
役
人
だ
っ
た
父
は
そ
の
頃
に
は
退
職
し
、
恩
給
生
活
を

し
て
い
た
）
ま
た
、そ
の
傍
ら
東
京
専
門
学
校
（
早
稲
田
大
学
の
前
身
）
や
哲
学
館
（
東

洋
大
学
の
前
身
）
で
心
理
学
、
社
会
学
、
倫
理
字
を
講
義
し
、
そ
の
関
係
の
書
物
も
出

版
し
て
い
る
。

　

文
部
省
に
入
っ
た
澤
柳
は
、
総
務
局
の
雇
を
振
り
出
し
に
、
書
記
官
、
秘
書
官
、
大

臣
官
房
図
書
館
課
長
と
順
調
に
役
人
の
コ
ー
ス
を
出
世
し
て
い
っ
た
。
ま
た
、
学
生
時

代
か
ら
接
し
て
い
た
僧
雲
照
律
師
と
の
関
係
が
深
く
な
り
、
熱
心
な
仏
教
帰
依
者
と

な
っ
て
い
っ
た
の
も
、
こ
の
二
〇
代
半
ば
の
頃
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
図
書
館
課
長
で
あ
っ
た
時
に
、
彼
が
文
部
大
臣
大
木
喬
任
に
手
渡
し
た
教

科
書
検
定
の
基
準
お
よ
び
検
定
に
合
格
し
た
出
版
社
を
記
し
た
メ
モ
（
ま
だ
こ
の
段
階

で
は
公
表
し
て
は
い
け
な
い
も
の
で
あ
っ
た
）
が
、
新
聞
記
者
に
漏
れ
て
し
ま
う
事
件

が
起
こ
っ
た
。
問
題
が
こ
と
の
ほ
か
大
き
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
に
、
澤
柳
は
機
密

漏
洩
の
責
任
を
と
っ
て
、
文
部
省
を
辞
任
し
た
。

　

明
治
二
六
（
一
八
九
三
）
年
、
二
九
歳
で
文
部
省
を
退
い
た
澤
柳
は
、
東
京
大
学
時

代
か
ら
の
友
人
で
あ
る
清
沢
満
之
の
懇
願
に
よ
り
、
京
都
の
大
谷
尋
常
中
学
校
の
校
長

に
就
任
、
同
時
に
真
宗
大
谷
派
教
学
部
顧
問
を
嘱
託
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
学
校
は

ま
も
な
く
廃
止
さ
れ
、
明
治
二
八
（
一
八
九
五
）
年
三
一
歳
で
群
馬
県
尋
常
中
学
校
校

長
に
就
任
し
た
。

　

こ
の
中
学
校
は
、
前
校
長
が
ス
ト
ラ
イ
キ
の
た
め
に
辞
め
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
教

育
的
使
命
感
に
燃
え
て
い
た
青
年
校
長
の
澤
柳
は
気
取
ら
ず
、
権
威
ぶ
ら
ず
生
徒
の
中

に
入
っ
て
い
き
、
ま
た
学
則
な
ど
を
積
極
的
に
改
正
し
、
学
校
の
改
善
に
努
め
た
。
た

と
え
ば
、
寄
宿
舎
の
会
議
に
も
進
ん
で
出
て
、
生
徒
た
ち
と
腕
相
撲
を
し
た
り
し
た
。

ま
た
、
寄
宿
生
た
ち
が
足
尾
、
日
光
方
面
に
遠
足
に
行
っ
た
折
、
汽
車
の
時
間
に
間
に

合
わ
な
い
の
で
澤
柳
校
長
が
突
如
先
頭
に
立
っ
て
走
り
だ
す
と
、
生
徒
た
ち
も
全
員
そ

の
後
に
続
い
て
、
三
里
の
山
道
を
駆
け
続
け
た
と
い
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
残
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
に
澤
柳
は
積
極
的
に
修
学
旅
行
や
運
動
会
に
も
参
加
し
た
。
さ
ら
に
、

校
舎
の
改
築
、
増
築
や
修
身
書
の
教
科
書
の
編
纂
に
尽
力
し
た
り
、
群
馬
県
各
地
に
分

校
も
設
置
し
た
り
し
て
、
同
県
の
中
等
教
育
の
向
上
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
。
こ
の

後
、
澤
柳
は
二
高
の
校
長
に
な
る
が
、
彼
を
慕
っ
て
同
校
に
進
学
し
た
者
も
多
か
っ
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
も
、
彼
の
教
育
に
か
け
た
情
熱
を
彷
彿
さ
せ
る
で
あ
ろ
う
。

　

〈
二
高
の
校
長
～
澤
柳
事
件
～
成
城
小
学
校
設
立
へ
〉

　

明
治
三
〇
（
一
八
九
七
）
年
か
ら
大
正
三
（
一
九
一
四
）
年
ま
で
の
澤
柳
の
主
な
経

歴
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

明
治
三
〇
（
一
八
九
七
）
年 

第
二
高
等
学
校
の
校
長
。

明
治
三
二
（
一
八
九
九
）
年 

第
一
高
等
学
校
の
校
長
。

 

一
一
月　

文
部
省
普
通
学
務
局
長
。
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高
等
師
範
学
校
校
長
兼
任
。

明
治
三
四
（
一
九
〇
一
）
年 

広
島
高
等
師
範
学
校
事
務
取
扱
。

明
治
三
五
（
一
九
〇
二
）
年 

同
年
か
ら
翌
年
に
か
け
ハ
ン
ブ
ル
グ
で
の
第
一
三
回 

 

万
国
東
洋
学
会
に
会
議
に
出
席
。

明
治
三
九
（
一
九
〇
六
）
年 

文
部
次
官
に
就
任
。（
明
治
四
一
年
腸
チ
フ
ス
に
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

り
、
依
願
免
官
）

 

こ
の
時
期
、
著
作
活
動
に
専
念
し
、『
学
修
法

0

0

0

』『
実 

 
際
的
教
育
学
』
な
ど
を
著
す
。

明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年 
東
京
高
等
商
業
学
校
長
事
務
取
扱
、
貴
族
院
議
員

 

（
勅
選
）。

明
治
四
四
（
一
九
一
一
）
年 

東
北
帝
国
大
学
初
代
総
長
に
就
任
。

大
正　

三
（
一
九
一
三
）
年 

四
九
歳
で
京
都
帝
国
大
学
総
長
に
就
任
。

　

こ
の
よ
う
に
、
京
都
帝
国
大
学
の
総
長
に
就
任
す
る
ま
で
澤
柳
は
、
文
部
行
政
の
表

舞
台
を
華
々
し
く
歩
き
、
ま
た
、
研
究
者
と
し
て
も
幾
つ
か
の
教
育
に
関
す
る
著
作
を

出
し
て
い
る
。
し
か
し
、彼
は
京
都
大
学
で
教
育
史
上
有
名
な
い
わ
ゆ
る
「
澤
柳
事
件
」

を
起
こ
す
の
で
あ
る
。

　

「
澤
柳
事
件
」
と
は
、
総
長
に
就
任
し
て
ま
も
な
く
、
大
学
の
改
革
に
燃
え
て
い
た

澤
柳
が
、
彼
が
無
能
と
考
え
た
教
授
七
名
（
文
科
一
名
、
医
科
一
名
、
理
工
科
五
名
）

に
辞
表
を
提
出
さ
せ
た
事
件
で
あ
る
。
そ
の
澤
柳
は
、
留
学
経
験
を
も
た
な
い
哲
学
の

西
田
幾
太
郎
（
当
時
四
四
歳
）
を
そ
の
実
力
を
か
い
、彼
を
教
授
会
の
反
対
を
押
し
切
っ

て
、
教
授
（
当
時
は
京
大
の
教
授
に
な
る
に
は
留
学
経
験
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
慣
例
が
あ
っ
た
）
に
昇
進
さ
せ
て
も
い
る
。

　

こ
う
し
た
澤
柳
の
や
り
方
に
対
し
て
、
法
科
の
教
授
た
ち
が
抗
議
し
、
教
官
全
員
が

辞
職
願
を
出
す
と
い
う
ス
ト
ラ
イ
キ
騒
動
に
ま
で
発
展
し
た
。
そ
の
た
め
、
東
大
教
授

や
文
部
大
臣
ま
で
が
調
停
に
乗
り
出
し
、
一
方
的
な
澤
柳
の
や
り
方
に
対
し
、
教
授
会

の
人
事
権
が
認
め
ら
れ
る
裁
決
が
出
た
。
そ
の
結
果
、
法
科
の
教
授
た
ち
は
辞
職
を
撤

回
す
る
か
わ
り
に
、
騒
動
を
引
き
起
こ
し
た
張
本
人
の
澤
柳
は
辞
職
し
、
事
件
は
沈
静

化
し
た
の
で
あ
る
。（
３
）

　

こ
の
事
件
は
、
い
わ
ゆ
る
大
学
の
自
治
、
教
育
の
自
由
を
擁
護
す
る
人
々
か
ら
は
、
総

長
の
一
方
的
で
専
制
的
、官
僚
的
、非
民
主
的
な
行
為
と
し
て
批
判
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、

事
件
の
是
非
は
と
も
か
く
と
し
て
、
そ
の
結
果
、
文
科
の
中
が
「
前
よ
り
若
々
し
く
生
き

生
き
と
し
、
血
の
通
っ
た
も
の
に
な
っ
た
」
と
い
う
見
方
を
す
る
者
も
あ
る
。（
４
）

澤
柳
の

や
り
方
は
確
か
に
大
学
の
自
治
に
反
し
た
も
の
で
あ
り
、
手
続
き
上
問
題
が
あ
っ
た
か

も
し
れ
な
い
が
、
彼
の
大
学
改
革
へ
の
熱
意
が
こ
の
言
葉
か
ら
伝
わ
っ
て
こ
よ
う
。

　

こ
う
し
て
、
澤
柳
は
大
学
を
去
っ
た
。
し
か
し
、
彼
の
教
育
へ
の
情
熱
は
全
く
衰
え

ず
、
大
学
を
辞
め
る
こ
と
（
文
部
行
政
か
ら
退
く
）
で
、
む
し
ろ
自
分
の
理
想
と
す
る

学
校
作
り
へ
彼
の
気
持
ち
は
急
速
に
傾
い
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

大
正
五
（
一
九
一
六
）
年
、
五
二
歳
に
な
っ
た
澤
柳
は
、
小
学
校
を
設
置
す
る
こ
と

を
条
件
に
、東
京
の
牛
込
に
あ
っ
た
私
立
成
城
中
学
校
の
校
長
を
引
き
受
け
る
。
翌
年
、

日
本
の
「
小
学
教
育
を
改
善
す
る
精
神
と
方
法
」
と
を
探
求
す
る
実
験
学
校
と
し
て
、

成
城
小
学
校
を
同
地
に
設
立
し
た
。
こ
こ
で
は
子
ど
も
の
個
性
を
尊
重
し
、
そ
れ
を
伸

ば
す
こ
と
、
自
然
と
親
し
む
こ
と
な
ど
を
主
眼
に
、
試
験
は
全
く
行
な
わ
ず
、
そ
れ
ま

で
の
学
校
に
見
ら
れ
な
い
独
自
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
教
育
を
行
な
っ
た
。
後
に
玉
川
学

園
を
創
設
し
た
小
原
国
芳
を
は
じ
め
と
し
て
、
教
育
的
情
熱
に
燃
え
る
多
士
済
々
の
人

物
が
澤
柳
の
理
念
に
共
感
し
て
全
国
か
ら
参
画
し
、
成
城
小
学
校
の
名
前
は
し
だ
い
に

全
国
に
広
が
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

晩
年
の
澤
柳
は
，ド
ル
ト
ン
・
プ
ラ
ン
（D

alton Laboratory Plan

）
の
ヘ
レ
ン
・
パ
ー

カ
ー
ス
ト
（H

.Parkhurst

）
女
史
を
招
い
て
新
し
い
教
育
改
革
を
模
索
し
た
り
、
ま
た

国
際
会
議
な
ど
に
毎
年
の
よ
う
に
出
席
し
、
全
世
界
の
教
育
関
係
者
た
ち
に
対
し
て
、
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教
育
に
よ
る
世
界
平
和
を
訴
え
た
。
昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
、
カ
ナ
ダ
の
ト
ロ
ン
ト

で
開
催
さ
れ
た
世
界
教
育
会
議
で
講
演
を
し
て
、
帰
国
後
病
床
に
つ
き
、
同
年
に
六
三

歳
で
没
し
た
。

　

澤
柳
の
死
後
、
成
城
小
学
校
は
現
在
の
世
田
谷
区
に
移
転
し
、
中
学
校
、
高
等
学
校
、

大
学
が
設
け
ら
れ
、
学
園
が
発
展
し
て
い
く
の
と
並
行
し
て
、
学
園
都
市
と
し
て
の
成

城
の
町
も
発
展
し
て
い
っ
た
。

　

（
２
）『
学
修
法
』
に
つ
い
て

　

『
学
修
法
』
は
、先
の
略
年
譜
で
も
紹
介
し
た
よ
う
に
、明
治
四
一
年
一
二
月
二
〇
日
、

同
文
館
か
ら
出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
同
書
は
、
学
生
の
た
め
に
学
修
の
方
法
を
詳

述
し
た
平
易
な
修
養
書
で
あ
る
。大
正
一
四
年
に
刊
行
さ
れ
た『
澤
柳
政
太
郎
全
集
』（
澤

柳
全
集
刊
行
会
）
の
第
四
巻
の
巻
頭
に
、
澤
柳
自
身
が
記
し
た
「
第
十
三
版
の
序
」
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
明
治
四
三
年
二
月
下
旬
に
、
澤
柳
が
記
し
た
も
の
で
あ

る
が
、
そ
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
本
書
が
四
一
年
の
末
を
以
て
世
に
現
は
る
る
や
、
以
外
に
大
方
の
歓
迎
す
る
と
こ

ろ
と
な
り
、
数
月
に
し
て
十
二
版
を
累
ぬ
る
に
至
っ
た
。（
中
略
）
本
書
は
素
と
数

日
間
の
連
記
に
基
づ
い
て
成
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
故
、
そ
の
文
章
は
甚
だ
柤
笨
な
も

の
で
あ
っ
た
。
新
版
に
於
て
は
出
来
得
る
限
り
朱
正
を
加
え
た
つ
も
り
で
あ
る
。
」（
５
）

　

こ
の
内
容
か
ら
、
数
日
間
の
速
記
に
基
づ
い
て
書
か
れ
た
も
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

人
々
の
共
感
を
呼
び
、
多
数
の
人
々
に
読
ま
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

同
書
は
、
全
部
で
六
章
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
具
体
的
に
は
、
第
一
章
緒
論
、
第

二
章
学
修
法
総
則
、
第
三
章
知
識
の
習
得
、
第
四
章
徳
性
の
修
養
、
第
五
章
身
体
の
発

育
、
第
六
章
専
門
学
科
及
び
職
業
の
選
択
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
、
中
核
と
な
る
の
は

第
二
章
で
あ
り
、
こ
の
章
に
多
く
の
頁
を
さ
い
て
い
る
。

　

で
は
、
各
章
ご
と
に
そ
の
内
容
を
整
理
分
析
し
、
そ
こ
に
見
ら
れ
る
教
育
的
意
義
及

び
課
題
に
つ
い
て
論
じ
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

３
．「
第
一
章
緒
論
」
を
読
む　

―
『
学
修
法
』
の
教
育
思
想
的
特
徴
―

　

澤
柳
は
、
本
書
の
主
旨
に
つ
い
て
、
序
の
冒
頭
で
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。

「
今
日
敎
育
の
普
及
進
歩
に
つ
れ
、
敎
育
學
敎
授
法
に
関
す
る
研
究
の
盛
な
る
は
誠

に
喜
ぶ
べ
き
こ
と
で
あ
る
が
、
敎
育
學
敎
授
法
は
も
と
敎
師
の
爲
め
に
敎
師
に
向

か
っ
て
敎
育
の
方
法
を
説
く
も
の
で
あ
る
。
今
日
ま
で
學
生
の
爲
に
學
生
に
向
つ
て

學
修
（
學
生
の
側
か
ら
見
た
敎
育
）
の
方
法
を
説
く
も
の
の
な
い
の
は
、
予
の
多
年

遺
憾
と
し
た
所
で
あ
る
。
本
書
は
予
が
こ
の
缺
を
補
は
ん
が
た
め
に
述
べ
た
も
の
。

英
米
に
行
い
は
る
ゝ
幾
多
の
勉
強
法The A

rt of Study

や
自
修
法Self Culture

に
關

す
る
著
書
を
参
考
し
た
る
も
、
そ
の
趣
旨
、
範
囲
共
に
予
の
所
謂
學
修
法
と
同
じ
か

ら
ず
、得
る
所
が
少
な
か
っ
た
。
か
く
し
て
學
修
法
は
幾
ん
ど
創
始
の
業
で
あ
る
。」（
６
）

　

つ
ま
り
、澤
柳
の
と
な
え
る
こ
の
学
修
法
は
、単
に
海
外
の
勉
強
法
や
自
習
法
と
い
っ

た
、
い
わ
ば
個
人
的
あ
る
い
は
独
学
的
な
ハ
ウ
ツ
ー
的
な
も
の
と
は
異
な
る
も
の
で
あ

り
、
あ
く
ま
で
自
ら
の
素
地
を
耕
し
て
い
く
学
ぶ
側
に
立
っ
た
教
育
の
方
法
で
あ
る
と

い
え
る
。
方
法
を
参
考
に
は
し
つ
つ
も
、趣
旨
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

第
一
章
の
緒
論
は
、
四
節
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
主
に
「
教
育
」「
学
修
」
の
意

味
や
学
修
法
の
必
要
性
な
ど
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。

　

（
１
）「
教
育
」
と
「
学
修
」
の
意
味
に
つ
い
て

　

ま
ず
、
澤
柳
は
「
教
育
」
の
意
味
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
仰
々
敎
育
と
は
如
何
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
ん
か
。
學
者
に
依
り
そ
の
説
く
所
多

少
の
相
違
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
多
く
は
成
熟
し
た
る
者
が
、
未
だ
成
熟
せ
ざ
る
者
に

向
つ
て
道
徳
的
品
性
を
養
成
せ
ん
が
爲
に
施
す
所
の
意
義
に
し
て
、
方
法
を
備
へ
た

る
所
の
影
響
で
あ
る
と
云
う
の
で
あ
る
。
説
く
人
に
依
っ
て
其
言
葉
に
相
違
が
あ
る
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け
れ
ど
も
、
大
體
右
に
述
べ
た
意
味
に
於
て
相
一
致
し
て
居
る
か
と
思
ふ
の
で
あ
る

自
分
も
此
定
義
を
敢
て
誤
れ
り
と
は
し
な
い
。
併
な
が
ら
動
も
す
れ
ば
此
定
義
は
誤

解
を
生
ぜ
し
め
る
憂
が
あ
る
か
と
思
う
。
敎
育
を
受
く
る
も
の
は
、
此
定
義
に
依
れ

ば
、
専
ら
受
動
的
に
し
て
活
動
的
な
る
は
敎
育
を
施
す
者
の
側
に
存
ず
る
が
如
く
解

釋
せ
ら
れ
る
。
既
に
敎
育
と
い
う
定
義
を
見
て
も
敎
へ
育
て
る
と
あ
っ
て
敎
育
者
の

働
き
を
主
と
し
て
居
る
。
敎
授
と
云
う
事
も
敎
育
者
の
側
よ
り
の
働
き
で
敎
へ
授
け

る
の
で
あ
る
。
敎
育
者
は
働
き
か
け
て
、
被
敎
育
者
は
其
働
き
を
受
け
る
の
に
止
ま

る
が
如
き
感
が
あ
る
。
訓
育
と
云
ふ
敎
育
の
一
大
作
用
の
如
き
も
、
敎
育
者
の
側
に

よ
り
見
た
も
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
訓
育
の
手
段
方
法
は
悉
く
敎
育
者
側
よ
り
働
き
を

及
ぼ
す
も
の
で
あ
る
。
敎
育
を
受
く
る
者
に
於
い
て
は
其
影
響
を
受
け
る
に
止
ま
る

が
如
き
感
が
あ
る
。
敎
育
は
は
た
し
て
敎
師
の
働
き
を
主
と
し
て
見
る
べ
き
も
の
で

あ
る
か
。
敎
育
の
目
的
物
は
被
敎
育
者
で
あ
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
被
敎
育
者
は
常
に
受
け
身
に
な
つ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

て
居
つ
て
よ
い
か

0

0

0

0

0

0

0

。
被
敎
育
者
も
敎
師
と
同
様
に
働
く
こ
と
を
要
す
る
の
で
は
な
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

か0

。 

」

    

（
７
）（
傍
点
引
用
者
）

　

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
点
は
、
澤
柳
が
、「
教
育
」
の
意
味
に
つ
い
て
、「
教
授
」
や
「
訓

育
」
を
例
と
し
て
取
り
上
げ
て
、そ
れ
ら
と
の
相
違
を
説
明
し
て
い
る
点
で
あ
る
。「
教

育
」
の
目
的
物
は
あ
く
ま
で
「
被
教
育
者
」、
す
な
わ
ち
学
ぶ
側
に
そ
の
目
的
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

そ
の
上
で
、
さ
ら
に
澤
柳
は
、
被
教
育
者
の
自
発
的
に
活
動
す
る
働
き
を
認
め
、
こ

れ
を
「
自
発
的
奮
励
」
と
呼
ん
で
い
る
。
氏
は
、
こ
の
被
教
育
者
の
「
自
発
的
奮
励
」

を
促
進
す
る
こ
と
が
教
育
に
お
い
て
重
要
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
氏
の
唱
え
る
こ

の
「
自
発
的
奮
励
」
の
根
本
に
は
、「
人
間
は
真
な
る
も
の
、
善
な
る
も
の
、
美
な
る

も
の
を
愛
す
る
の
情
が
あ
る
」（
８
）

と
い
う
人
間
観
が
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

さ
ら
に
興
味
深
い
内
容
が
、
次
の
指
摘
で
あ
る
。

「
敎
育
學
敎
授
法
に
向
て
云
ふ
の
で
あ
っ
て
、
學
生
に
向
て
自
發
的
の
努
力
を
主
と

し
て
論
ず
る
も
の
で
は
な
い
。
自
分
は
生
徒
の
側
に
於
け
る
努
力
を
生
徒
に
向
て
系

統
的
に
論
ず
る
こ
と
が
、
恰
も
敎
員
に
向
て
敎
授
訓
練
等
を
論
ず
る
と
同
一
に
肝
要

で
あ
る
と
思
う
。
」（
９
）

　

つ
ま
り
、
生
徒
の
「
自
発
的
奮
励
」
を
一
見
尊
重
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
見
え
な
が

ら
、
実
は
教
育
者
側
が
そ
れ
を
利
用
し
て
、
自
分
の
方
向
に
向
か
わ
せ｢

誘
導｣

し
て

い
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
真
の
意
味
で
生
徒
の
「
自
発
的
奮
励
」
を
認
め
た
教
育
と

は
い
え
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
指
摘
は
、
内
容
方
法
論
に
傾
斜
し
、
児
童
中

心
主
義
を
標
榜
し
た
当
時
の
大
正
新
教
育
自
体
の
基
本
的
問
題
と
も
関
連
す
る
と
筆
者

は
考
え
る
。

　

以
上
の
教
育
観
に
基
づ
き
な
が
ら
、
続
い
て｢

学
修
法｣

の
意
味
に
つ
い
て
言
及

し
て
い
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
、｢

学
修
法｣

は
単
に
教
授
だ
け
の
授
業
法
で
も
、
自

己
学
習
に
よ
る
自
修
法
（
独
学
法
）
と
も
異
な
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
あ
く
ま
で
学

修
者
が
自
ら
進
ん
で
よ
く
な
ろ
う
と
す
る
働
き
を
有
し
て
お
り
、
そ
れ
を
活
発
に
働
か

せ
て
い
く
こ
と
を
中
核
に
据
え
た
考
え
方
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
氏
は｢

學
修

法
は
獨
學
生
の
た
め
に
説
く
も
の
で
は
な
い
。
主
と
し
て
學
校
に
於
い
て
敎
育
を
受
け

つ
ゝ
あ
る
者
に
對
し
て
、
學
生
は
如
何
に
働
く
べ
き
か
を
論
究
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ

る
。｣

 

（10）

と
も
論
じ
て
い
る
。

　　

（
２
）
学
修
法
の
必
要
性

　

次
に
、
氏
は
学
修
法
の
必
要
性
に
つ
い
て
、
二
点
を
挙
げ
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い

る
。

｢
學
修
法
の
特
に
現
在
に
於
い
て
必
要
な
る
次
第
は
、
第
一
に
之
に
関
す
る
研
究
が
今

日
ま
で
全
く
忘
却
さ
れ
て
居
る
と
云
う
の
が
其
一
つ
で
あ
る
。
第
二
に
は
今
日
敎
育

を
受
け
る
と
云
う
こ
と
は
、
動
か
す
べ
か
ら
ざ
る
必
要
と
な
り
、
習
慣
と
な
り
、
社

會
の
風
潮
と
な
つ
て
、
何
人
も
之
に
抵
抗
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
そ
れ
故
に
敎
育
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を
受
く
る
者
は
何
が
故
に
敎
育
を
受
く
る
か
、
こ
ん
に
ち
は
こ
れ
を
研
究
す
る
ま
で

も
な
く
、
現
代
の
時
勢
に
於
て
は
敎
育
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
か
ら
し
て
敎
育
を

受
く
る
と
云
ふ
有
様
で
あ
る
。
父
兄
に
於
て
も
別
に
深
く
思
慮
を
費
や
す
ま
で
も
な

く
、
今
日
は
、
其
子
弟
に
敎
育
を
授
け
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
か
ら
、
學
校
に
入
學
せ
し

む
る
と
い
う
有
様
で
あ
る
。
今
日
敎
育
を
受
く
る
と
云
う
事
は
、
恰
も
一
種
の
空
気

中
に
あ
つ
て
呼
吸
す
る
が
如
く
、
何
故
に
敎
育
を
受
く
る
べ
き
か
、
何
の
爲
に
敎
育

を
受
く
る
か
と
云
う
こ
と
を
問
ふ
者
が
な
い
。｣ 

（11）

　

澤
柳
は
、
学
修
法
の
必
要
性
に
つ
い
て
、
ま
ず
学
修
者
の
立
場
か
ら
の
研
究
が
行
わ

れ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
、
二
つ
に
は
教
育
を
受
け
る
も
の
が
そ
の
意
味
を
考
え
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
の
二
つ
の
問
題
を
提
示
し
て
い
る
。
こ
の
点
は
、
ま
さ
に
現
代

の
私
た
ち
が
教
育
上
直
面
し
て
い
る
問
題
そ
の
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
す
で

に
澤
柳
の
時
代
に
問
わ
れ
始
め
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
氏

は
、
こ
の
学
修
法
が
特
に
必
要
と
さ
れ
る
段
階
と
し
て
、
現
在
で
言
え
ば
中
等
教
育
段

階
以
上
の
生
徒
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
知
育
・
徳
育
・

体
育
の
三
方
面
か
ら
み
た
場
合
、
特
に
学
修
法
に
お
い
て
必
要
な
も
の
が
、
知
育
と
徳

育
で
あ
る
と
氏
は
指
摘
し
て
い
る
。

４
「
第
二
章
学
修
法
総
則
」
を
読
む
―
目
的
と
学
修
者
の
姿
勢
を
中
心
に
ー

　

（
１
）｢

学
修｣

の
目
的

　

ま
ず
澤
柳
は
、｢

学
修
の
目
的
は
敎
育
の
目
的
と
別
で
は
な
い
。
敎
育
の
目
的
即
ち

学
修
の
目
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ｣ 

（12）

と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
先
述
し
た
よ
う
に
、

あ
く
ま
で
学
修
者
主
体
の
教
育
を
澤
柳
は
考
え
て
い
た
の
で
あ
り
、
教
育
の
目
的
も
学

修
の
目
的
も
、
そ
の
主
体
と
な
る
学
修
者
が
何
の
た
め
に
学
ぶ
の
か
を
自
ら
問
い
（
自

得
し
）
な
が
ら
、
自
身
の
「
自
発
的
奮
励
」
の
働
き
を
活
発
化
し
て
い
く
こ
と
、
あ
る

い
は
さ
せ
て
い
く
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。

　

だ
が
、
当
時
の
教
育
あ
る
い
は
学
び
の
目
的
は
、
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
か
っ
た
わ

け
で
あ
り
、
そ
の
点
に
つ
い
て
氏
は
具
体
的
に
次
の
よ
う
に
批
判
し
て
い
る
。

「
或
は
今
日
の
時
勢
敎
育
を
受
け
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
が
故
に
敎
育
を
受
く
る
と
考
へ

て
居
る
者
が
あ
る
。
或
は
又
敎
育
を
受
く
る
に
あ
ら
ざ
れ
ば
職
業
を
得
る
こ
と
が
出

来
ぬ
、
即
ち
職
業
の
た
め
に
敎
育
を
受
け
る
と
云
う
考
え
を
以
て
居
る
者
も
あ
る
。

若
し
く
は
何
事
を
な
す
に
も
敎
育
は
必
要
で
あ
る
が
た
め
に
敎
育
を
受
く
る
と
考
え

て
居
る
者
も
あ
る
。
尚
ほ
そ
の
他
種
々
の
目
的
を
定
め
て
居
る
者
も
あ
ら
う
が
、
要

す
る
に
学
生
一
般
が
目
的
と
す
る
所
の
も
の
は
多
く
は
客
観
的
で
あ
る
実
利
的
で
あ

る
。
即
ち
職
業
の
為
で
あ
る
か
、
社
会
に
於
け
る
或
る
事
業
を
経
営
す
る
た
め
で
あ

る
か
、
或
は
立
身
出
世
の
為
で
あ
る
か
、
或
は
名
誉
の
た
め
か
、
利
益
の
た
め
か
で

あ
る
。
多
く
は
自
己
以
外
に
敎
育
の
目
的
を
置
い
て
居
る
傾
で
あ
る
。」

（13）

「
今
日
の
學
生
の
中
に
は
父
兄
が
自
己
を
學
校
に
送
り
、
學
校
に
至
れ
ば
敎
師
が
敎

育
を
授
く
る
が
故
に
己
む
を
得
ず
敎
育
を
受
け
て
居
る
と
云
う
が
如
き
状
態
の
者
が

あ
る
。
學
生
自
ら
進
ん
で
熱
心
に
敎
育
を
望
ん
で
居
る
の
で
は
な
い
。
敎
育
を
受
け

る
が
故
に
之
を
受
け
る
に
過
ぎ
な
い
、
斯
く
の
如
く
し
て
受
授
さ
れ
た
る
敎
育
は
何

等
の
効
能
が
な
い
。
渇
す
る
者
に
水
を
与
ふ
れ
ば
初
め
て
水
の
効
能
が
あ
る
。
渇
せ

ざ
る
者
に
強
い
て
水
を
与
ふ
る
も
或
は
害
あ
っ
て
益
が
な
い
。
敎
育
を
熱
望
せ
ざ
る

者
に
敎
育
を
与
ふ
る
も
、
た
と
え
有
害
で
な
い
と
し
て
も
、
何
等
の
効
用
は
な
い
。

た
と
え
効
用
が
あ
っ
て
も
極
め
て
少
な
い
。」

（14）

　

こ
の
二
つ
の
内
容
は
、
今
日
的
課
題
と
し
て
も
重
要
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
つ
は
「
自
己
以
外
に
教
育
の
目
的
を
置
い
て
居
る
」
と
い
う
点
、
も
う
一
つ
は
「
父

兄
が
自
己
を
學
校
に
送
り
、
學
校
に
至
れ
ば
敎
師
が
敎
育
を
授
く
る
が
故
に
己
む
を
得

ず
敎
育
を
受
け
て
居
る
」
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
れ
ら
二
点
は
、
明
ら
か
に
人
間
の
学

び
自
体
の
衰
退
が
こ
の
頃
か
ら
見
ら
れ
始
め
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
意

味
し
て
い
る
。
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で
は
、｢

な
ぜ
学
修
す
る
の
か｣

と
い
う
教
育
お
よ
び
学
修
の
中
核
的
問
い
に
対
し

て
、
氏
は
次
の
よ
う
な
興
味
深
い
指
摘
を
し
て
い
る
。

「
な
ぜ
學
修
す
る
の
か
之
を
確
か
め
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
學
修
は
自
己
が
未
成
熟

で
あ
る
か
ら
で
あ
る
、
す
で
に
成
熟
し
て
居
つ
た
な
ら
學
修
す
る
必
要
は
な
い
。
こ

れ
は
わ
か
り
き
っ
た
や
う
で
あ
る
が
、
実
際
或
は
學
生
が
十
分
成
熟
し
て
い
る
や
う

な
考
え
を
起
こ
す
。
學
生
は
成
熟
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
を
自
覚
し
、
且
他
か
ら

認
め
ら
れ
て
毫
も
恥
づ
る
所
は
な
い
。
成
熟
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
を
他
の
方
面

か
ら
云
え
ば
學
生
は
不
完
全
で
あ
る
。
将
来
完
全
に
な
ら
ん
と
す
志
す
も
の
で
あ
る

が
、
現
在
は
尚
ほ
不
完
全
で
あ
る
と
云
ふ
と
同
じ
で
あ
る
。
更
に
細
か
に
云
え
ば
學

生
の
知
識
は
未
だ
十
分
で
な
い
、
そ
の
知
る
所
は
少
な
い
、
或
い
は
そ
の
考
え
は
間

違
っ
て
居
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
事
実
で
あ
る
。
學
生
は
か
く
自
覚
す
る
が

當
然
で
あ
る
。
又
か
く
自
覚
し
て
始
め
て
學
生
の
本
文
が
盡
く
せ
る
。」
（15）

　

「
学
び
」は
、自
己
の「
不
完
全
さ
の
自
覚
」か
ら
始
ま
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

こ
の
澤
柳
の
指
摘
は
、ソ
ク
ラ
テ
ス
の
「
無
知
の
知
」
や
益
軒
の
「
謙
（
へ
り
く
だ
る
）」

の
思
想
と
も
相
通
じ
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。　

　

（
２
）
学
修
と
学
校
時
代

　

氏
は
、
一
生
の
土
台
は
学
校
時
代
に
あ
る
と
し
、
学
問
修
養
と
し
て
の
学
修
は
一
生

続
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
学
校
に
在
る
内
は
「
集
約
的
学
修
」
の
時
期
で
あ
る
か

ら
、
生
徒
は
こ
の
時
期
を
「
空
過
」
す
る
こ
と
な
く
よ
く
学
修
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ

る
と
述
べ
、
学
校
時
代
は
「
自
発
的
奮
励
」
を
為
す
べ
き
時
代
と
論
じ
て
い
る
。

　

ま
た
、
氏
は
、
学
校
時
代
に
お
い
て
学
修
し
て
自
己
の
「
智
能
」
を
啓
発
す
る
こ
と

は
大
い
な
る
楽
し
み
で
あ
る
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
學
修
し
て
自
己
の
智
能
を
啓
発
す
る
こ
と
は
一
大
快
楽
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
。

（
中
略
）
理
解
せ
ざ
る
も
の
を
暗
誦
せ
ん
と
す
る
如
き
は
、
決
し
て
快
楽
を
感
じ
得

る
こ
と
で
は
な
い
。」

（16）

　　

（
３
）
学
修
と
思
考―

教
師
の
役
割
も
含
め
て―

　

先
に
述
べ
た
よ
う
な
教
育
・
学
修
の
目
的
に
照
ら
し
て
、
教
師
の
役
割
と
は
、
言
う

ま
で
も
な
く
、
な
ぜ
学
修
す
る
の
か
を
自
覚
し
な
が
ら
自
発
的
奮
励
を
喚
起
さ
せ
る
こ

と
で
あ
る
。

　

こ
の
点
に
関
し
て
、
氏
は
ま
た
、「
善
い
教
師
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
説
明
し
て

い
る
。

「
善
良
な
る
敎
師
は
學
生
を
し
て
思
考
せ
し
め
、
そ
の
敎
授
し
た
知
識
を
消
化
せ
し
む

る
よ
う
に
指
導
す
る
も
の
で
あ
る
。
唯
々
多
く
事
実
を
敎
授
し
、
學
生
の
要
求
に
応

じ
て
知
識
を
授
く
る
敎
師
は
、
真
の
善
良
な
る
敎
師
と
称
す
る
こ
と
は
出
来
ぬ
。」

（17）

　

つ
ま
り
、
善
い
教
師
と
は
、
一
言
で
表
現
す
れ
ば｢

よ
く
考
え
さ
せ
理
解
さ
せ
る
」

教
師
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

で
は
さ
ら
に
、
氏
の
い
う
「
思
考
」
と
は
何
か
。
そ
れ
に
つ
い
て
、
氏
は
次
の
よ
う

に
説
明
し
て
い
る
。

「
こ
こ
の
文
字
こ
こ
の
事
実
を
知
る
の
は
、
単
純
に
記
憶
の
力
に
依
っ
て
出
来
る
こ

と
で
あ
る
。
併
な
が
ら
文
字
の
関
係
を
知
り
、
一
の
事
実
と
他
の
事
実
と
の
関
係
を

知
ら
む
と
す
る
時
に
は
決
し
て
記
憶
の
力
に
依
る
の
み
で
は
出
来
な
い
の
で
あ
る
。

必
ず
推
理
、
即
ち
思
考
の
力

0

0

0

0

に
依
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。」
（18）

（
傍
点
引
用
者
）

　

こ
の
内
容
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
思
考
す
る
と
は
、
事
実
同
士
の
関
係
性
を
推

理
し
、
理
解
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
事
実
を
認
識
す
る
こ
と
に
よ

り
学
修
の
広
が
り
が
生
ま
れ
て
く
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
だ
が
、
氏
は
、
必
ず
し

も｢

記
憶｣

に
つ
い
て
、｢

學
術
上
大
切
な
も
の
で
あ
る
、
人
間
の
精
神
の
働
き
の

内
で
肝
要
の
も
の
で
あ
る｣ 

（19）

と
否
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
、
記
憶
は

思
考
に
代
替
す
る
こ
と
は
出
来
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
「
善
き
記
憶
は
強
き
思
考
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を
伴
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。」
（20）

も
の
で
あ
る
と
論
じ
て
い
る
。

　

（
４
）
学
校
外
に
お
け
る
自
己
学
修

　

先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
澤
柳
は
、
学
校
時
代
に
お
け
る
学
修
の
重
要
性
を
本
書
で

論
じ
て
い
る
わ
け
だ
が
、
学
校
外
に
お
け
る
「
自
発
的
奮
励
」
の
努
力
も
軽
視
し
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
。
具
体
的
に
は
、
①
読
書 

②
観
察 

③
新
聞
な
ど
の
重
要
性
を
指
摘

し
て
い
る
。

　

ま
ず
読
書
に
つ
い
て
、
氏
は
学
校
の
課
業
を
修
め
な
が
ら
余
暇
余
力
が
あ
る
と
き
に

は
書
物
を
読
む
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
い
う
。
も
し
学
校
時
代
に
読
書
の
習
慣
を
作
っ

て
お
か
な
け
れ
ば
、
学
校
卒
業
後
の
学
修
に
困
難
が
生
じ
る
と
い
い
、
特
に
新
刊
の
書

物
よ
り
も
古
い
書
物
（
古
典
）
を
読
む
こ
と
を
推
奨
し
て
い
る
。
次
に
「
観
察
」
に
つ

い
て
で
あ
る
が
、
観
察
は
自
ら
観
し
自
ら
察
す
る
こ
と
で
あ
り
、
先
の
読
書
が
学
修
の

た
め
の
「
間
接
の
材
料
」
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
観
察
は
「
直
接
の
材
料
」
で
あ
る
と
澤

柳
は
説
明
し
て
い
る
。
そ
し
て
「
新
聞
」
に
つ
い
て
は
、「
世
の
中
に
出
て
事
を
な
す

者
に
と
っ
て
は
新
聞
は
必
要
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
。
新
聞
を
見
ず
し
て
世
に

處
せ
む
と
す
る
は
一
日
た
り
と
も
得
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
で
あ
る
。」

（21）

と
述
べ
、
新
聞
の

重
要
さ
を
指
摘
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
氏
は
加
え
て
既
存
の
新
聞
に
惑
わ
さ
れ
る
こ
と

が
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
も
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
る
。

５　

お
わ
り
に
ー
現
代
的
意
義
を
考
え
る
ー

　

以
上
、
澤
柳
政
太
郎
の
『
学
修
法
』
に
つ
い
て
、
特
に
今
回
は
第
一
章
緒
論
と
第
二

章
学
修
法
総
則
を
中
心
に
、
氏
の
学
修
法
の
理
論
的
特
徴
と
今
日
的
意
義
に
つ
い
て
考

察
し
て
き
た
。
私
た
ち
が
一
般
に
人
物
の
教
育
思
想
を
考
察
す
る
場
合
、
大
き
く
「
人

間
観
」
と
「
形
成
観
」
の
視
点
か
ら
分
類
す
る
場
合
が
多
い
。
こ
の
視
点
か
ら
、
最
後

に
「
学
修
法
」
お
け
る
澤
柳
の
主
な
思
想
的
特
徴
を
改
め
て
見
て
み
た
い
。

　

ま
ず
、
人
間
観
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
を
象
徴
す
る
言
葉
が
「
自
発
的
奮
励
」
で
あ
る

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
氏
は
、「
人
間
は
真
な
る
も
の
、
善
な
る
も
の
を
愛

す
る
の
情
が
あ
る
」
と
も
表
現
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
澤
柳
は
、
人
間
に
内
在
す
る

い
わ
ば
よ
さ
を
求
め
て
い
く
働
き
を
根
本
的
に
認
め
て
お
り
、
学
ぶ
と
い
う
こ
と
に
お

い
て
も
、
自
ら
問
い
な
が
ら
学
び
つ
づ
け
て
い
く
働
き
と
い
う
も
の
を
認
め
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
を
一
言
で
表
せ
ば
人
間
へ
の
信
頼
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま

ず
、
氏
が
『
学
修
法
』
を
論
じ
る
原
点
と
し
て
、
こ
う
し
た
人
間
観
が
あ
る
こ
と
に
注

目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

そ
の
上
で
、「
形
成
観
」
に
つ
い
て
考
え
た
場
合
、
ま
ず
学
修
の
目
的
に
つ
い
て
、

澤
柳
は
「
自
己
が
未
成
熟
」
で
あ
る
と
い
う
自
覚
の
も
と
、「
将
来
完
全
な
ら
ん
と
志
す
」

た
め
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
学
び
の
場
で
あ
る
「
学
校
」
に
つ
い
て
は
、「
集

約
的
学
修
」
の
時
期
を
送
る
た
め
の
場
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
教
師
の
役
割
に

つ
い
て
は
、
ま
ず
学
生
の
「
自
発
的
奮
励
」
を
喚
起
し
、
実
行
さ
せ
る
こ
と
の
重
要
さ

を
強
調
し
て
い
る
。
そ
し
て
最
後
に
、
学
校
外
に
於
け
る
学
修
と
し
て
古
典
や
新
聞
な

ど
の
読
書
を
推
奨
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
内
容
す
べ
て
が
、
ま
さ
に
今
日
的
な
教
育
課
題
で
あ
り
、
時
代
や
空
間
を

超
え
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
す
で
に
今
か
ら
百
年
前
に
す
で
に
澤
柳
が
指
摘
し
て

い
る
こ
と
自
体
、
そ
の
先
見
性
を
評
価
し
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

注（１）
澤
柳
政
太
郎
『
澤
柳
政
太
郎
全
集
（
第
二
巻
）』
成
城
学
園
澤
柳
政
太
郎
刊
行
会
編
、

国
土
社
、
一
九
七
七
年
、
一
○
○
頁
。

（２）
益
軒
会
編
纂
『
益
軒
全
集
（
巻
之
三
）』
益
軒
全
集
刊
行
部
、一
九
一
一
年
、七
二
頁
。

（３）
「
澤
柳
事
件
」
に
つ
い
て
は
、
左
記
の
の
著
書
を
参
考
に
し
た
。
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（３）
「
講
座
日
本
教
育
史
」
編
纂
委
員
会
編
『
講
座
日
本
教
育
史
（
第
三
巻
）』 

第
一
法

規
出
版
、
一
九
八
四
年
。

（３）
中
野
光
『
対
象
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
教
育
』
新
評
論
、
一
九
七
七
年
。

（４）
前
掲
書
『
澤
柳
政
太
郎
全
集
（
第
四
巻
）
初
等
教
育
の
改
造
』、「
月
報
」
参
照
。

（５）

澤
柳
政
太
郎
『
澤
柳
政
太
郎
全
集
（
第
四
巻
）』
澤
柳
政
太
郎
刊
行
会
編
、

一
九
二
五
年
、
六
八
六
頁
。

（６）
前
掲
書
『
澤
柳
政
太
郎
全
集
（
第
二
巻
）』、
一
九
七
七
年
、
五
三
頁
。

（７）
同
前
書
、
五
六
頁
。

（８）
同
前
書
、
八
二
頁
。

（９）
同
前
書
、
五
六
頁
。

（10）
同
前
書
、
五
八
頁
。

（11）
同
前
書
、
五
九
頁
。

（12）
同
前
書
、
六
四
頁
。

（13）
同
前
書
、
六
六
頁
。

（14）
同
前
書
、
八
一
頁
。

（15）
同
前
書
、
六
九
頁
～
七
○
頁
。

（16）
同
前
書
、
七
九
頁
。

（17）
同
前
書
、
八
六
頁
。

（18）
同
前
書
、
八
七
頁
。

（19）
同
前
書
、
八
八
頁
。

（20）
同
前
書
、
八
八
頁
。

（21）
同
前
書
、
九
四
頁
。


